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構造物の載荷試験用時に危険な欠陥から発生すると考えられるAE (Acoustic 

Emission)を計測するAE試験法は，従来の非破壊試験法に対し，動的な欠陥を検出
する非破壊試験法であり，また試験の自動化がきわめて容易である等の利点から実用

化が期待され，材料のAE発生特性， AE発生機構， AE波の伝播特性，信号処理法，
大型模擬AE試験など各方向から検討されてきたが，まだ実用化には至っていません。
このような状況の 1つの原因として， AE発生機構やAE発生特性の解明が十分で
なく， AE試験で計測したAEの理解が困難であることが考えられる。本研究は鋼材の
小型切欠試片のAE発生特性について，従来のK—値等の破壊力学パラメータを用いた
説明とは別の立場から検討したもので，破壊力学の適用困難な形状，寸法の切欠材のA
E発生特性の説明だけでなく， AE発生機構についても説明できるものです。また，ぃ
くつかの鋼種および溶接部のAE発生特性についても実験を行い，その発生傾向につ
いても検討しました。

ここで得られた結果は直接AE試験の実用化に役立つものではないが， AE試験の
基礎的理解を深めるものとして重要と考えられます。
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